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本調査の目的
•新たに提示された「全世代・全員活躍のまちづ
くり」の実現に向けて、推進体制と推進方法に
ついて、取組の類型化等により整理

• 2つの経緯を想定し、ヒアリングや文献調査等
（1）「生涯活躍のまち」の取組をベースに活

動の幅を広げる
（2）示された5つの要素のうち、先行的な取組

をベースに他の取組と統合し、一体的な
取組として展開する
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視点・論点
１．事業主体のパターン化と推進体制に関する事項
■都市規模、立地特性（大都市近隣、純粋農村など）別
に整理

■民間主導型の取組の位置づけ
■官民連携、住民参画の進め方
■地域再生推進法人の課題と指定メリットの拡大

２．自治体のインセンティブ
■自治体が「全世代・全員活躍のまち」に取り組むイン
センティブ

■自治体や事業主体の取組の後押しと、評価（品質管理、
継続性）
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調査・分析

１．事業主体の類型化と推進体制

・自治体が「生涯活躍のまち」構想を踏まえ、
「全世代・全員活躍のまち」を検討し、実現に
向けてどのような事業体制を構築するか、のヒ
ントとなる取組事例のプロセスを見える化
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事業推進タイプ モデル事例 モデルの中核事業

１ 社会福祉法人・障がい者就労支
援活用型

・シェア金沢（金沢市） 障がい者福祉事業、就労継続
支援事業、温泉、交流拠点施
設

２ 社会福祉法人・介護保険連携型 ・ゴジカラ村（長久手市） 特養、幼稚園、託児所、
高齢者生きがい支援事業

３ 医療法人・地域リハビリ連携型 ・フロイデDANによる活動（常陸大宮市） コミュニティカフェ、
（新設の施設）

４ まちづくり会社・地域の課題解
決型

・㈱生涯活躍のまちかみしほろ（上士幌町） かみしほろ塾、

・㈱東川振興公社 しごとコンビニ

・NPO法人なんぶ里山デザイン機構 空き家活用移住促進

５ サ高住整備連動型
・ゆいま～る都留（都留市） サ高住、交流セターに障がい

者就労

・地域共生事業・ぺこぺこの畑他（当別町）
就労継続支援事業、レストラ
ン、土間、畑（退職者生きが
い支援）

６ 福祉系・ベンチャー主導型 ・地域共生事業・ぺこぺこの畑（当別町）
就労継続支援事業、レスト
ラン、土間、畑（退職者生き
がい支援）

７ 民間主導型 ・たまプラーザ（横浜市） ・不動産業、地域利便施設
「CO-NIWAたまプラーザ」

８ その他 ・スポーツまちづくり（比布町）

中核事業を担う事業主体のパターンと推進体制（案）
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＜中間的報告＞
■輪島市
＜きっかけ＞
・市は「観光で人を呼び込む」施策を模索
・商工会議所が、佛子園の取組を知り、視察
「まちづくりで人を呼び込む」取組を提案
・佛子園とJOCA（（公社）青年海外協力協会）が
ジョイントし、輪島KABULETを立ち上げ

・輪島KABULETは、地元にとっては「黒船」なの
か？果たして彼らの動きは？学ぶポイントは？
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輪島KABULETⓇ

高齢者デイサービス

温 泉

ウェルネス施設

サービス付き高齢者向け住宅『新橋邸』

「電動カート」
観光客、住民の移動交通手段として活用
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＜中間的報告＞
■医療法人博仁会 フロイデDAN(プロボノ集団)
＜きっかけ＞
・患者が退院しても、引きこもり、体調を崩す例
が見受けられ、

・専門家として、まちづくりに参加しようと意気
込んだ5人の職員。

・しかし、商店街会長らから、受け入れられず。
果たして、専門職である彼らはどうしたか？
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夏の寺子屋
プロジェクト

●ここに来ると宿題がなんとなく終わっている
●寺子屋の先生は手習師匠とする
●手習師匠は誰でも良い（高齢者、障害者、地域住民、職員、学生、子供等々）
●毎日、何かしらの寺子屋をひらく
●絵を描く、実験をする、習字、工作、農作業、1日日記などなど
●参加者はいてもいなくても

歳をとっても活躍出来る場所がある事を知ってもらうために

95歳男性
手習い師匠

地元の小学生
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調査・分析
２.「全世代・全員活躍のまちづくり」の各

要素の参考事例と自治体のインセンティ
ブ調査

・「全世代・全員活躍のまち」の5つの要素に関
して、参考となる事例を整理する。

・また、5つの要素を統合し、一体的に取り組む
上で、自治体のメリットやインセンティブを
検討する。
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【調査の方法】
・「全世代・全員活躍のまち」の5つの要素のうち、民間主
導により、都市部との連携推進、多世代の住まい整備、が
進められている地域を対象とし、取組の中心となっている
事業者及び自治体に聞き取りを行う。

・調査対象地域：茨城県常陸大宮市、北海道札幌市、北見市

インセンティブ調査

【事業者への調査】 事業のコンセプト、事業モデル（採算性）、
今後の展開など

【自治体への調査】
自治体としての関わりや、住民参加・住民主
体のまちづくりの仕掛けを作っていくことに
関心があるか、など
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氏名（敬称略） 所属・役職
五十嵐 智嘉子 一般社団法人北海道総合研究調査会 理事長
一井 暁子 一般社団法人つながる地域づくり研究所 代表理事
岩田 健 岩田健社会保険労務士・FP事務所 代表
大原 裕介 社会福祉法人ゆうゆう 理事長

寺門 貴 医療法人博仁会 志村大宮病院リハビリテーション科科長
作業療法士 地域リハビリアドバイザー

堀田 直揮 公益社団法人青年海外協力協会 事務局長

松田 智生 株式会社三菱総合研究所プラチナ社会センター
主席研究員 チーフプロデューサー

山口 哲央 山梨県都留市総務部企画課長

＜参考＞研究会メンバー
・研究会において、行政の立場、民間の立場から意見交換を行
い、現地調査と合わせて、「全世代・全員活躍のまち」推進
方策を検討する。
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